
杜
会
科
学
系
索
引
誌
の
編
集
作
業
の
機
械
化
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理

　
　
　
　
－
経
済
学
文
献
季
報
の
場
合
1

（103）社会科学系索引誌の編集作業の機械化とデータベース管理

＊
　
本
稿
は
、
昭
和
六
〇
・
六
一
年
度
文
部
省
科
挙
研
究
費
・
試
験
研

　
究
ω
「
社
会
科
挙
系
文
献
憎
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
分
散
型
自
動
編
集

　
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
（
研
究
代
表
者
一
紬
谷
新
治
千
葉
商
科
大
学
教

授
、
課
題
番
号
六
〇
八
三
〇
〇
〇
一
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
本
研
究
は
、
松
囲
芳
郎
（
一
橘
大
挙
経
済
研
究
所
教
授
）
の
組
織
す

　
る
計
算
機
処
理
班
の
作
業
の
一
環
で
あ
り
、
松
井
幸
子
（
図
蕃
館
憎

報
大
学
教
授
）
、
川
原
和
子
（
名
古
展
大
学
附
属
図
蕃
館
尊
門
員
）
、

豊
岡
文
英
（
名
古
屋
大
単
経
済
挙
部
経
済
構
造
分
析
賞
料
セ
ン
タ

　
ー
）
の
諸
氏
か
ら
は
、
扱
っ
た
デ
ー
タ
の
内
容
を
は
じ
め
研
究
方
法

そ
の
他
で
種
々
の
ご
教
示
を
得
た
。
ま
た
、
松
田
芳
郎
教
授
に
は
本

稿
に
つ
い
て
草
稿
の
段
階
で
検
討
し
て
戴
き
、
改
稿
の
機
会
を
得
た
。

記
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
謝
意
を
表
す
る
。
た
だ
有
り
得
ぺ
き
誤
り
は
、

筆
者
の
責
任
で
あ
る
。

　
な
お
、
計
算
機
処
理
に
あ
た
っ
て
は
、
一
橋
大
学
情
報
処
理
セ
ン

　
タ
ー
F
A
c
0
M
　
M
1
三
六
〇
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
い
る
。

1
　
は
じ
め
に

鷹
　
　
野

邦
　
　
人

　
現
在
流
布
し
て
い
る
デ
ー
タ
ペ
ー
ス
の
主
な
も
の
と
し
て
、
事

実
に
関
す
る
フ
ァ
ク
ト
．
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
文
献
に
関
す
る
書
誌

憎
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
あ
る
。
た
だ
書
誌
情
報
デ
ー
タ
ペ
ー
ス
に

は
、
手
作
業
に
よ
る
長
い
書
誌
情
報
の
蓄
積
の
伝
統
が
あ
る
だ
け

に
、
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
編
成
は
、
と
も
す
れ
ぱ
、
伝
統
的
手

法
に
拘
束
さ
れ
て
、
計
算
機
可
読
型
の
利
点
を
生
か
し
き
れ
な
い

き
ら
い
が
あ
る
。

　
書
誌
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、
全
国
的
な
規
模
で
単
行
書
等

の
刊
行
物
の
刊
行
状
況
を
管
理
す
る
「
全
国
書
誌
」
（
量
ま
o
毒
一

q
g
o
o
・
轟
｛
｝
の
訳
語
で
あ
り
、
誤
解
を
ま
ね
き
か
ね
な
い
表
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現
で
は
あ
る
が
定
訳
と
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
。
）

　
の
デ
ー
タ
ペ
ー
ス
（
』
冒
＞
宍
ρ
d
ω
呂
＞
内
P
d
宍
峯
＞
勾
O
等
）

　
と
、
も
っ
と
内
容
検
索
を
目
的
と
し
た
い
わ
ゆ
る
二
次
情
報
と
呼

ぱ
れ
る
索
引
誌
の
デ
ー
タ
ペ
ー
ス
と
が
あ
る
。
索
引
誌
は
、
だ
れ

　
が
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
の
論
文
を
、
ど
の
雑
誌
に
、
何
時
書
い

　
た
か
。
単
行
書
の
場
合
に
は
、
そ
こ
で
の
収
録
論
文
を
明
ら
か
に

　
し
て
、
ど
こ
の
出
版
社
か
ら
、
何
時
出
版
し
た
か
と
い
っ
た
情
報

　
を
我
々
に
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。

　
　
こ
の
種
の
索
引
誌
は
、
各
学
問
分
野
．
こ
と
に
編
集
・
公
刊
さ
れ

　
て
い
る
場
合
と
、
全
分
野
を
網
羅
し
た
も
の
と
が
あ
る
。
索
引
誌

は
、
タ
イ
ト
ル
あ
る
い
は
件
名
索
引
だ
け
で
一
次
情
報
の
内
容
を

推
測
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
同
じ
二
次
情
報
と

呼
ぱ
れ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
抄
録
誌
が
、
対
象
と
な
っ
て
い
る

　
一
次
情
報
に
つ
い
て
、
欧
文
で
は
二
〇
〇
～
三
〇
〇
語
、
和
文
で

．
は
約
四
〇
〇
字
程
度
の
内
容
の
要
約
が
作
成
さ
れ
て
い
て
、
そ
の

内
容
が
よ
り
詳
細
に
わ
か
る
様
に
な
っ
て
い
る
場
合
と
比
較
す
る

と
、
二
次
情
報
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
抄
録
誌
作
成
の
よ
う
な
手
間
を
か
け
ず
に
、
し
か
も
大

量
に
文
献
情
報
を
提
供
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
索
引
誌
は
大
変
重

要
な
二
次
情
報
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
「
経
済
学
文
猷
季
報
」
（
C
§
ミ
ミ
宮
曽
§
O
雫
喜
ミ
ミ
黒
O
－

書
ミ
2
編
築
一
経
済
資
料
協
議
会
。
以
下
「
季
報
」
と
略
す
。
）
は
、

そ
の
よ
う
な
索
引
誌
の
一
種
で
あ
る
。
こ
の
種
の
索
引
誌
は
、
国

立
国
会
図
書
館
「
雑
誌
記
事
索
引
」
、
経
済
文
献
研
究
会
「
』
O
H
乞
H
」

の
様
に
デ
ー
タ
ペ
ー
ス
化
し
て
い
く
も
の
と
、
大
阪
市
立
犬
学
経

済
研
究
所
が
編
集
し
て
い
る
「
経
済
学
文
献
月
報
」
の
様
に
、
月

刊
誌
（
こ
の
場
合
は
「
経
済
評
論
」
）
に
毎
月
発
表
す
る
ま
ま
の

も
の
と
に
分
化
し
て
き
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
「
季
報
」
は
、
編
集
委
員
会
を
構
成
す
る
大
挙
の
学
都
や

研
究
所
そ
れ
に
氏
間
機
関
の
資
料
関
係
の
都
門
（
昭
和
六
二
年
三

月
現
在
で
四
〇
機
関
）
が
受
け
入
れ
た
、
経
済
学
お
よ
ぴ
そ
の
関

連
分
野
の
学
術
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
や
記
事
等
（
和
・
洋
）

と
単
行
本
（
和
文
の
み
）
に
関
す
る
主
題
別
文
献
情
報
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。

　
「
季
報
」
は
、
す
で
に
昭
和
五
九
年
か
ら
、
印
刷
用
版
下
原
稿

の
作
成
に
つ
い
て
は
文
部
省
の
試
験
研
究
費
の
補
助
を
得
て
、
こ

れ
を
文
献
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
と
い
う
前
提
で
、
計
算
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‡

可
読
型
の
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
計
算
機
可
読
型
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
の
構
造
を
前
提
と
し
て
、

「
季
報
」
の
編
集
作
業
自
体
の
シ
ス
テ
ム
化
・
省
カ
化
を
図
る
必
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（105）　社会科学系索引誌の編集作業の機械化とデータベース管理

　
　
‡
ヰ

要
が
あ
る
。

　
以
下
、
こ
こ
で
は
そ
の
た
め
の
研
究
・
開
発
の
過
程
を
述
ぺ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
新
し
い
動
向
を
、
ま
た
、
挙

術
情
報
の
流
通
の
必
要
性
と
い
う
現
在
的
な
要
求
と
の
か
か
わ
り

で
、
文
献
情
報
が
ど
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
、
管
理
さ
れ
る
べ
き
か

を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

　
＊
　
こ
の
作
業
は
、
昭
和
五
八
・
五
九
年
度
文
部
省
科
挙
研
究
費
・
試

　
　
験
研
究
ω
「
共
同
利
用
デ
ー
タ
・
べ
ー
ス
に
よ
る
経
済
学
文
献
情
報

　
　
シ
ス
テ
ム
の
研
究
」
（
研
究
代
表
者
一
木
原
正
雄
高
知
女
子
犬
学
教

　
　
授
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

　
＊
＊
　
こ
の
作
業
が
、
今
回
文
部
省
科
学
研
究
費
・
試
験
研
究
ω
「
社

　
　
会
科
学
系
文
献
憎
報
デ
ー
タ
ペ
ー
ス
の
分
散
型
自
動
編
築
シ
ス
テ
ム

　
　
の
開
発
」
（
研
究
代
表
者
一
紬
谷
新
治
千
葉
商
科
大
学
教
授
）
の
主

　
　
要
テ
ー
マ
で
あ
る
。

2
索
引
誌
で
あ
る

「
季
報
」

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
季
報
」
は
経
済
挙
と
そ
の
関
連
分
野
に

関
す
る
索
引
誌
で
あ
る
。
発
行
回
数
は
年
三
回
（
当
初
は
四
回
）

に
な
っ
て
い
る
。

　
「
季
報
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
猷
の
数
と
収
録
対
象
と
な
っ

た
雑
誌
の
数
に
つ
い
て
、
最
近
三
箇
年
分
を
年
度
毎
に
と
っ
て
み

表一　採録文献数と採録対象誌数

採録対象誌数

欧文 総計和文
発行年月目号巻

872

874

880

264608

662

462

806

616

7．092 1ヰ686

15，1ア7

7，716 15，639

6，86フ

7，594

8，310

7，923

　112（1984－I）
川115（1984－1II）

　116（1985－I）
～119（1985－I皿）

　120（1986－I）
川123（1986一皿）

昭和59．10．30
　川60．　3．30

昭和60．10．25
　－61．　3．31

昭和61．10．15
　～62．　3，31

る
と
表
一
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
れ
よ
り
、
採
録
文
献
の

内
で
和
文
の
文
献
に
つ
い
て

は
、
年
平
均
で
約
七
、
九
五

〇
件
が
採
録
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
「
季
報
」
は

一
九
五
六
年
の
創
刊
以
来
、

一
九
八
一
年
ま
で
の
二
六
年

間
で
、
年
平
均
七
、
九
三
五

件
の
和
文
の
文
献
と
そ
れ
を

上
回
る
欧
文
の
文
献
が
採
録

さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
（
1
）

こ
れ
ら
か
ら
、
「
季
報
」
は
こ

れ
ま
で
に
お
よ
そ
二
四
万
件

に
の
ぽ
る
和
文
と
、
こ
れ
と

ほ
ぽ
同
程
度
の
欧
文
の
文
献

を
二
次
情
報
と
し
て
蓄
積
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
内
計
算
機
可
読
型
の
情
報

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
　
一
一
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一
号
（
一
九
八
三
－
皿
、
昭
和
五
九
年
三
旦
三
日
）
以
降
の
約

四
九
、
四
〇
〇
件
（
二
＝
二
号
ま
で
、
和
文
約
二
六
、
○
○
○
、

欧
文
約
二
三
、
四
〇
〇
）
で
あ
る
。

　
計
算
機
可
読
型
の
「
季
報
」
デ
ー
タ
は
、
様
々
な
印
刷
用
制
御

タ
グ
が
付
加
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
再
編
築
し
て
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
作
成
や
事
務
用
に
使
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
現
在
一
一
四
～

一
一
六
号
ま
で
の
「
季
報
」
デ
ー
タ
約
一
五
、
五
〇
〇
件
（
情
報

量
約
一
二
M
B
）
に
つ
い
て
再
編
集
し
て
テ
ス
ト
に
用
い
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
、
計
算
機
可
読
型
の
情
報
に
な
っ
て
い
る
約
四
九
、
四

〇
〇
件
の
「
季
報
」
デ
ー
タ
は
、
約
三
八
M
B
程
度
の
情
報
量
に

な
っ
て
い
る
と
推
定
し
て
い
る
。

　
　
　
3
　
「
季
報
」
の
編
集
シ
ス
テ
ム
の
問
魑
点
と
採
録
・
編

　
　
　
　
　
集
工
程
管
理
シ
ス
テ
ム

　
索
引
誌
の
編
集
に
は
人
的
・
時
間
的
・
経
済
的
な
負
担
が
大
き

い
。
こ
の
よ
う
な
負
担
は
、
こ
れ
ま
で
は
、
多
分
に
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ス
ト
と
呼
ぱ
れ
る
人
々
の
専
門
家
的
気
概
の
な
か
に
お
い
て

処
理
さ
れ
て
き
た
感
が
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
も

変
化
が
生
じ
、
次
第
に
そ
の
よ
う
な
負
担
を
許
さ
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
負
担
の
問
題
と
、

負
担
の
軽
滅
に
寄
与
で
き
る
と
思
わ
れ
る
採
録
・
編
集
工
程
管
理

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

ω
　
協
同
作
業
の
必
要
性
と
問
題
点

　
索
引
誌
で
は
、
ど
の
分
野
の
も
の
で
も
、
そ
の
収
録
対
象
が
よ

り
広
範
囲
で
か
つ
情
報
量
の
多
い
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
を
満
た
す
た
め
に
は
、
…
一
カ
所
で
集
中
的
に
収
録
文
献
を

集
め
る
か
、
㈹
一
次
文
献
作
成
者
か
ら
直
接
書
誌
情
報
が
送
ら
れ

る
の
で
な
い
限
り
、
㈹
分
散
型
で
採
録
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ω
の

類
型
が
国
立
国
会
図
書
館
の
「
雑
誌
記
事
索
引
」
で
あ
り
、
㈹
の

類
型
が
、
．
日
本
社
会
学
会
編
集
の
「
杜
会
学
評
論
」
の
索
引
欄
で

あ
る
。
㈹
の
一
例
が
「
季
報
」
で
あ
り
、
こ
の
「
季
報
」
の
編
集

作
業
は
、
全
国
各
地
に
分
散
し
て
い
る
経
済
資
料
協
議
会
の
会
員

（
機
関
お
よ
ぴ
個
人
）
の
協
同
作
業
で
あ
る
。

　
索
引
誌
の
作
成
に
お
い
て
は
、
採
録
お
よ
ぴ
編
集
に
要
す
る
作

業
は
犬
変
な
も
の
で
あ
り
、
最
小
眼
、
採
録
作
業
と
編
集
作
業
と

は
分
離
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
編
集
作
業
は
、
そ
れ
を
専
門
と

す
る
場
合
以
外
、
世
帯
の
あ
ま
り
大
き
く
な
い
機
関
ひ
と
り
で
は

到
底
負
担
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
大
学
の
機
関
等
が

こ
れ
を
行
う
場
合
に
は
、
日
常
業
務
を
遂
行
し
な
が
ら
の
作
業
で

あ
る
か
ら
、
い
く
つ
か
の
機
関
等
に
よ
る
分
業
・
協
同
作
業
は
必
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要
な
形
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
編
築
形
態
を
採
る
が
故
に
、
採
録
管

理
お
よ
ぴ
校
正
を
含
む
編
集
工
程
管
理
は
、
ひ
と
つ
の
機
関
で
そ

の
す
ぺ
て
を
行
う
場
合
よ
り
も
は
る
か
に
重
要
に
な
る
と
同
時
に
、

そ
の
負
担
も
大
き
く
な
っ
て
来
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
「
季
報
」

の
編
集
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
行
う
編
集
セ
ン
タ
ー
の
作
業
負
担

が
特
に
間
題
に
な
っ
て
お
り
、
い
か
に
し
て
そ
の
負
担
を
軽
減
さ

せ
る
か
は
焦
眉
の
急
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
す
で
に
述
べ
た

図一　採録管理

鵜菅理

フア仙

①採録機関尊位送一〕状

②採録雑詰・擦録単位別送り城

③採録ワーク・シート

①と②を入力

照合
NG、

0K

受領曹発送採録もれ督促

採録管理ファイ兀

更新

END

よ
う
に
、
我
々
は
、
計
算
機
に
よ
る
採
録
・
編
築
工
程
管
理
シ
ス

テ
ム
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
省
カ
化
を
は
か
ろ
う
と

試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

ω
　
採
録
・
編
集
工
程
管
理
シ
ス
テ
ム

　
採
録
お
よ
び
編
集
工
程
の
省
カ
化
を
は
か
る
た
め
の
採
録
・
編

集
工
程
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
こ
の
工
程
管
理
に
必

要
な
各
種
の
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
、
こ
れ
を
統
一
的
な
概
念
に
基

づ
い
て
管
理
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
採
録

管
理
は
呉
体
的
に
図
一
で
示
さ
れ
る
。
（
図
の
中
で
、
O
宍
一
問
題

な
し
、
2
Ω
一
問
題
あ
り
を
表
わ
す
。
以
下
同
じ
。
）

　
そ
し
て
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理
の
手
法
に
よ
れ
ぱ
、
単
に

採
録
や
編
集
の
工
程
管
理
が
行
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
入

カ
時
に
各
種
の
典
拠
フ
ァ
イ
ル
に
よ
っ
て
入
カ
デ
ー
タ
の
チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
、
校
正
チ
ヱ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す
る
こ
と
も
可
能

に
な
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
図
二
で
示
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
さ
ら
に
こ
の
成
果
を
基
に
す
れ
ぱ
、
現
在
の
よ
う
に
採

録
結
果
を
一
力
所
に
築
中
さ
せ
て
具
体
的
な
編
集
作
業
を
す
る
の
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図ニ　ワーク・シート点検・校正管理

　　　　　　　　　扁

③鰯ワーク・シー1

形式・内容点検

り誤
りあ

/:'~:L 

入力寵某センターに現拘

t~L'L 

りあ

校正出力現物照合f*~v*~~~t 

リあ
誤り言己載修正

しな

原稿照含
現物照合

版下作成

で
は
な
く
、
各
採
録
機
関
が
直
接
採
録
デ
ー
タ
を
入
カ
し
て
「
季

報
」
を
作
成
す
る
「
分
散
型
自
動
編
集
」
も
不
可
能
で
は
な
く
な

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
採
録
お
よ
ぴ
編
集
の
す
ぺ
て
に
わ
た
っ
て
こ
の
考

校正記入
~_*~ 

71~,lr 
f~~ 

Ci!] 

え
を
適
用
さ
せ
る
こ
と
を
述
べ
る

余
裕
は
な
い
の
で
、
以
下
、
な
る

べ
く
編
集
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
採

録
管
理
に
つ
い
て
限
定
し
て
検
討

す
る
。

4

「
季
報
」
の
編
集
シ

ス
テ
ム
の
分
析

　
採
録
管
理
シ
ス
テ
ム
を
作
成
す

る
上
で
、
そ
の
対
象
と
な
る
業
務

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
は

十
分
に
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
「
季
報
」
の
編

集
に
際
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
作
業
が
あ

る
の
か
を
簡
単
に
み
て
お
き
た
い
。

…
　
全
体
の
作
業
分
担

　
「
季
報
」
の
編
集
作
業
に
お
け
る
、
こ
れ
ま
で
の
全
体
的
な
役

割
・
作
業
分
担
の
概
略
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ω
　
各
目
録
採
録
機
関
（
編
集
委
員
会
を
構
成
す
る
四
〇
機
関
）
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（109）社会科学系索引誌の編築作業の機械化とデータペース管理

〕■
i
．
1
｛

⑧②①図三　校正支援
　
雑
誌
の
受
け
入
れ
・
管
理

　
文
献
採
録
、
ワ
ー
ク
・
シ
ー
ト
（
原
稿
）

　
校
正
ゲ
ラ
に
よ
る
機
関
校
正

編
築
セ
ン
タ
ー
（
数
機
関
の
持
ち
回
り
）

2〕語彙点検
　（含綴・分綴点検

ユ〕著者名点検

作
成14〕継統点検③　出版老点検

①

採
録
管
理
（
採
録
機
関
送
付
の
採
録
力
ー
ド
（
ワ
ー
ク
・

シ
ー
ト
）
の
受
け
入
れ
よ
り
、
採
録
状
況
の
管
理
）

　
編
集
・
工
程
管
理
（
採
録
力
ー
ド
（
ワ
ー
ク
・
シ
ー
ト
）

の
点
検
を
含
む
校
正
管
理
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
著
者
・
被
伝
記
者
名
簿
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
索
引
化

　
④
　
そ
の
他
事
務
管
理

㈹
　
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
ド

　
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門

　
家
約
一
〇
人
、
こ
れ
は
㈹
の

　
彗
げ
－
0
q
H
昌
｝
と
し
て
組
織
さ
れ

　
て
い
る
）

　
①
　
ワ
ー
ク
・
シ
ー
ト
の
内
容

　
　
そ
の
他
記
入
上
の
誤
り
チ
ェ

　
　
ヅ
ク
（
㈹
－
②
の
項
目
に
梱

　
　
応
す
る
）

　
②
　
校
正
補
助
（
図
三
参
照
）

㈹
　
計
算
機
入
カ
処
理
・
印
刷
処

　
理
（
印
刷
会
社
）

　
①
　
デ
ー
タ
入
カ
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一橋諭叢第98巻第4号（110）

図四　誌名管理ファイルのデーダ項目

与±邑山 ｛±邑咀・

口 誌 誌 団 個 発 編 発 発 発 I 採 採 所 リ e
名 名 1 名 名 体 人 行 菓 行 行 行 S 録 録 蔵 ン t
コ 略 マ フ の 綴 編 所 発 地 国 頻 S 機 機 機 ク C
1 称 字 ル 言 菓 奥 行 度 N 関 関 関 フ
ド 略 タ 喬吾 機 者 機 コ 名 イ

称 イ コ 関 関 I 1
ト 1 種 ド ル

ル ド 別 ド

　
②
　
校
正
ゲ
ラ
出
カ
（
三

　
　
校
ま
で
）

　
⑧
　
基
本
フ
ァ
イ
ル
作
成

　
④
組
版
7
7
イ
ル
作
成
、

　
　
版
下
出
カ

　
⑤
　
「
季
報
」
印
刷
・
製
本

②
　
編
集
セ
ン
タ
ー
の
作
業

　
「
季
報
」
の
編
集
セ
ン
タ

ー
で
行
う
作
業
の
概
略
は
次

の
通
り
で
あ
る
。
現
在
数
機

関
が
持
ち
回
り
で
分
担
し
て

い
る
「
季
報
」
の
編
集
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
る
作
業
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
詳
し
く

検
討
し
た
（
引
用
文
献
（
2
）
）
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
際
に
行
っ

た
検
討
結
果
の
一
部
を
再
掲

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
概

略
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た

い
。
（
前
掲
（
2
）
に
お
い
て

ば
、
作
業
分
析
の
ほ
か
に
、
計
算
機
処
理
の
可
能
性
と
そ
の
効
果

に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
）

㈲
　
各
採
録
機
関
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
送
り
状
と
「
季
報
」
の
ワ

　
ー
ク
・
シ
ー
ト
と
の
照
合
・
点
検

㈹
　
誌
名
管
理
マ
ス
タ
ー
力
ー
ド
の
更
新

ω
　
受
領
書
記
入
発
送

ω
　
総
括
シ
ー
ト
や
個
別
ワ
ー
ク
：
ソ
ー
ト
の
誌
名
コ
ー
ド
等
に

　
つ
い
て
、
事
務
的
内
容
の
点
検

㈲
　
ワ
ー
ク
・
シ
ー
ト
の
内
容
や
記
入
形
式
に
つ
い
て
点
検
す
る

　
た
め
に
、
こ
れ
を
担
当
し
て
い
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
メ

　
ン
パ
ー
に
対
す
る
ワ
ー
ク
・
シ
ー
ト
の
送
付

㈹
　
目
録
で
の
前
付
部
分
と
さ
れ
て
い
る
採
録
対
象
誌
・
採
録
誌

　
の
採
録
号
の
一
覧
作
成

㈲
　
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
点
検
が
終
わ
っ
た
デ
ー
タ
の

　
分
類
・
点
検

㈹
　
デ
ー
タ
入
カ
、
計
算
機
処
理
の
た
め
に
、
ワ
ー
ク
・
シ
ー
ト

　
の
印
刷
会
社
へ
の
引
き
渡
し

ω
　
計
算
機
処
理
中
の
各
種
リ
ス
ト
の
点
検
・
校
正

ω
　
機
関
別
、
「
季
報
」
号
数
別
、
年
間
採
録
枚
数
一
覧
作
成
等

　
こ
れ
ら
の
中
で
、
ω
の
誌
名
管
理
マ
ス
タ
ー
力
ー
ド
の
更
新
と
、
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（111）社会科学系索引誌の鰯築作葉の機械化とデータペース管理

ω
の
総
播
シ
ー
ト
を
入
ヵ
す
み
こ
と
に
よ
ウ
て
｝
ゆ
と
㈹
の
各
骨

の
出
版
に
必
要
な
事
務
、
お
よ
ぴ
ω
の
機
関
別
、
「
季
報
」
号
数
別
、

年
間
採
録
枚
数
一
覧
作
成
に
つ
い
て
は
、
計
算
機
処
理
が
可
能
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
分
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
、
こ
れ
ら
の
工
程
管

図五　季報各号採録巻号ファイルのデータ項圓

　（雑誌）　　　　　　　　　　　　　　　　（単行杳）

単
行
暫
採
録
件
数

採
録
機
関
コ
ー
ド

呈七班・

採 振 刊 個 採 季

名 録 録 行 別 録 報

コ 巻 号 年 論 機 号
■ 数 数 次 文 関 数
ド 件 コ

数 I
ド

理
を
ま
と
め
る
と
、
三
種
類

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ら
を
流
れ
図
で
表
わ
せ

ぱ
、
前
述
の
図
一
、
図
二
、

図
三
の
よ
う
に
な
る
。

　
な
お
、
図
三
は
、
校
正
を

行
う
際
に
、
各
種
の
典
拠
フ

ァ
イ
ル
を
用
い
て
計
算
機
に

よ
る
照
合
を
行
っ
て
、
校
正

作
業
の
補
助
に
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

5
　
採
録
管
理
シ
ス
テ
ム
構

築
の
た
め
に
必
要
な
フ
ァ

イ
ル

　
我
々
が
前
掛
（
2
）
に
括
い
て
検
詐
し
た
、
採
録
瞥
理
シ
ス
テ

ム
構
築
に
当
面
必
要
な
フ
ァ
イ
ル
と
そ
の
デ
ー
タ
構
造
の
概
略
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

ω
　
誌
名
管
理
フ
ァ
イ
ル

　
こ
れ
は
採
録
誌
典
拠
フ
ァ
イ
ル
と
呼
ぷ
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、

採
録
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
す
ぺ
て
の
雑
誌
に
つ
い
て
作
成
さ
れ

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
デ
ー
タ
項
目
は
図
四
の
通
り
で
あ
る
。

回
　
「
季
報
」
各
号
採
録
巻
号
フ
ァ
イ
ル

　
こ
れ
は
、
各
機
関
の
採
録
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な

も
の
で
あ
る
。
フ
ァ
イ
ル
の
デ
ー
タ
項
目
は
、
採
録
の
対
象
が
雑

誌
の
場
合
と
、
単
行
本
の
場
合
と
で
は
異
な
る
。
（
図
五
）

　
こ
の
ほ
か
に
、
各
採
録
機
関
は
、
採
録
緒
果
を
採
録
誌
毎
に
送

り
状
に
集
計
し
て
、
ワ
ー
ク
・
シ
ー
ト
と
と
も
に
編
集
セ
ン
タ
ー

に
送
っ
て
来
る
の
で
、
こ
れ
を
管
理
す
る
た
め
の
採
録
管
理
フ
ァ

イ
ル
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
当
初
は
、
現
在

「
季
報
」
作
成
の
た
め
に
印
刷
会
社
で
編
集
し
て
い
る
基
本
フ
ァ

イ
ル
か
ら
作
成
さ
れ
る
が
、
二
回
目
以
降
は
、
基
本
7
ア
イ
ル
作

成
時
に
参
照
さ
れ
つ
つ
、
同
時
に
更
新
・
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
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一橋論叢　第98巻　第4号　（112）

図末　DD／Dシステムの構成

応用プログラム管理・運用~~:;,;~'*'- )~*~t.~'~~:~/;~ f J~ 

編集管理システム

入力管理システム校正管理システム採録管理システム

DD■D

フアイル群

6
　
メ
タ
情
報
と
D
D
■
D
の
概
念
導
入
の
概
要

　
採
録
管
理
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
メ
タ
憎
報
（
メ
タ
デ
ー
タ

一
昌
O
試
O
輿
ま
）
お
よ
ぴ
］
∪
］
）
、
U
（
U
津
里
U
－
O
書
O
冒
胃
乏
U
芹
O
O
．

ざ
q
）
の
概
念
を
導
入
し
て
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
う
。
た
だ
し
、

こ
の
概
念
は
、
採
録
管
理
シ
ス
テ
ム
に
の
み
導
入
し
て
も
あ
ま
り

意
味
を
持
た
な
い
。
「
季
報
」
の
編
集
作
葉
全
体
と
「
季
報
デ
ー

タ
ペ
ー
ス
」
運
用
に
ま
で
適
周
し
て
こ
そ
有
効
性
を
発
撮
す
る
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
必
要
に
応
じ
て
対
象
を
拡
大
し
て
述
べ
る
。

ω
　
メ
タ
情
報
に
つ
い
て

　
デ
ー
タ
を
管
理
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
そ
の
デ
ー
タ
が
何
に

関
す
る
デ
ー
タ
な
の
か
が
明
ら
か
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
一
般

的
に
、
そ
の
デ
ー
タ
が
対
象
と
し
て
い
る
も
の
を
実
体
（
昌
葦
＜
）

と
い
い
、
そ
の
実
体
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
記
述
し
て

明
ら
か
に
し
た
も
の
を
メ
タ
情
報
（
メ
タ
デ
ー
タ
）
と
呼
ん
で
い

る
。
つ
ま
り
、
あ
る
デ
ー
タ
に
関
す
る
メ
タ
情
報
を
み
れ
ば
、
一
当

該
デ
ー
タ
に
関
す
る
管
理
用
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
得
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
メ
タ
憎
報
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
の
管
理

を
当
然
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
メ
タ
情
報
は
、
∪
U
方
に
よ
っ
て

統
一
的
に
管
理
さ
れ
る
。
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（113）　社会科学系索引誌の編集作業の機械化とデータペース管理

誌
名
管
理
フ
ァ
イ
ル
の
メ
タ
情
報
は
、

い
　
フ
ァ
イ
ル
の
名
称
一
』
之
＞
峯
目
U
｝

㈹
情
報
量
一
一
M
バ
イ
ト

㈹
　
レ
コ
ー
ド
サ
イ
ズ
一
二
五
〇
バ
イ
ト

㈹
情
報
形
式
一
文
字
型

図七　DD／Dとそれを構成するファイル群

季報各号採録巻号7アイル~s"d~.~~~~;~~ ~~:7 1 4 ,~ 

f"~~~~~~~-.~~:7 -, 4 ,~ 

~~~X)~~~:l~'~~:7 7 4 )11 

~:~,_~l~{:7 T 4 )v 
~~~~ ~L' 

DD／D

著者輿拠ファイル

出版者典拠ファイル

~~ f T:' f ~ *, ~~171 rf 'T, 継続言台文管理ファイル

　
（
そ
の
他
、
以
下
省
賂
。
）

　
等
の
よ
う
に
な
る
。

②
　
U
∪
、
U
に
つ
い
て

　
∪
ミ
］
）
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
関
す
る
情
報
を
抽
象
化
し
て

記
述
し
た
メ
タ
情
報
を
、
統
一
的
に
管
理
す
る
情
報
資
源
の
管
理

ツ
ー
ル
で
あ
る
。

　
U
∪
方
の
機
能
は
二
つ
の
D
D
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ω
∪
印
試
U
a
饒
o
目
彗
｝
と
、
㈹
U
算
串
－
）
オ
8
ざ
｛
で
あ
る
。
り

は
メ
タ
情
報
の
う
ち
で
も
、
デ
ー
タ
の
種
類
や
所
在
、
あ
る
い
は

ど
う
い
う
内
容
．
項
目
が
ど
ん
な
名
前
で
管
理
さ
れ
て
い
る
と
か

の
、
主
に
外
部
と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
に
関
す
る
情
報
を
記

述
．
管
理
し
て
い
る
。
㈹
は
、
内
部
表
現
や
ア
ク
セ
ス
方
法
等
、

主
に
内
部
の
物
理
的
な
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
情
報
を
記
述
・
管
理

し
て
い
る
。
こ
の
他
、
目
U
有
で
は
、
デ
ー
タ
の
機
密
保
護
な
ど

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
∪
U
有
は
デ
ー
タ
管
理
の
た
め
の
情
報
源
と
い
う
、
い
わ
ぱ
静

的
な
機
能
だ
け
の
よ
う
に
恩
え
る
が
、
実
際
に
は
、
各
種
の
処
理

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
こ
こ
で
は
そ
れ
等
を
総
称
し
て
応
用
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
呼
ぶ
。
）
を
包
合
す
る
、
よ
り
積
極
的
な
機
能
を
持
た
せ
る
傾

　
　
　
‡

向
が
あ
り
、
本
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
方
式
を
と
る
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ぺ
き
も
の
と
考
え
る
。

　
「
季
報
」
に
関
す
る
U
U
方
の
全
体
的
な
構
成
は
図
六
の
通
り

で
あ
り
、
こ
の
∪
貝
H
）
を
構
成
し
て
い
る
フ
ァ
イ
ル
群
は
図
七

の
通
り
で
あ
る
。

　
目
）
方
内
で
管
理
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
イ
ル
は
、
相
互
に
関
連
性

を
も
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
必
要
に
応
じ
て
相
互
参
照
が
行
わ

れ
る
。
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
他
の
フ
ァ
イ
ル
の
更
新
に
伴

っ
て
、
そ
れ
に
関
連
す
る
フ
ァ
イ
ル
が
自
動
的
に
更
新
さ
れ
る
変

更
管
理
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。

　
＊
参
考
文
献
〔
7
〕
に
お
い
て
は
、
U
U
石
で
は
な
く
、
U
U
石
ω

　
　
（
∪
曽
冨
冒
o
ま
昌
彗
乏
冒
篶
o
ざ
｛
身
蜆
冨
昌
）
と
い
う
言
葉
を
使
用

　
　
し
て
い
る
。

㈹
　
U
］
）
、
－
）
導
入
の
必
要
性

　
］
）
U
方
は
、
大
規
模
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
有
効
性
を
発

揮
す
る
。
「
季
報
」
の
編
集
で
は
、
管
理
の
対
象
と
な
る
デ
ー
タ

フ
ァ
イ
ル
は
そ
う
多
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
】
U
U
有
と
い

う
犬
げ
さ
な
仕
組
み
を
導
入
す
る
必
要
は
一
見
な
い
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
「
季
報
」
の
編
集
に
際
し
て
、
今
後
も
編
集
セ

ン
タ
ー
の
移
動
方
式
が
続
く
と
す
れ
ば
、
各
々
の
フ
ァ
イ
ル
に
つ

い
て
は
、
よ
り
一
層
の
統
一
的
な
管
理
が
必
要
で
あ
り
、
∪
U
有

に
よ
り
フ
ァ
イ
ル
を
一
般
化
し
、
シ
ス
テ
ム
の
拡
張
性
も
確
保
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
U
U
方
に
応
用
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
管
理
機
能
を
備
え
る
こ
と
に
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
全
体
に

つ
い
て
熟
知
し
て
い
な
く
て
も
こ
れ
を
使
用
で
き
る
。
こ
の
よ
う

に
み
る
と
、
U
貝
］
U
の
導
入
と
充
実
は
、
「
季
報
」
の
採
録
．
編

集
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
必
要
欠
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
o

7
　
分
散
型
編
集
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
つ
い
て

　
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
網
の
発
達
と
デ
ー
タ
ペ
ー
ス
管
理
シ
ス
テ
ム
の

進
展
は
、
計
算
機
自
身
の
能
カ
向
上
と
相
侯
て
、
「
文
献
情
報
デ

ー
タ
ペ
ー
ス
の
分
散
型
自
動
編
集
」
を
可
能
に
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
特
に
、
「
季
報
」
編
集
の
よ
う
に
、
全
国
各
地
に
分
散
し
て
い

る
編
集
参
加
機
関
の
分
業
体
制
に
よ
っ
て
、
文
献
情
報
の
採
録
．

編
集
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
に
と
っ
て
、

採
録
デ
ー
タ
の
直
接
入
カ
が
、
新
た
な
大
き
な
負
担
と
な
ら
な
い

隈
り
、
そ
れ
が
実
限
す
る
可
能
性
は
高
い
。

　
こ
れ
に
は
強
カ
な
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
型
の
入
カ
支
援
シ
ス
テ
ム
が

整
備
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
が
、
実
現
す
れ
ぱ
そ
の
も
た
ら
す

効
果
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
採
録
デ
ー
タ
の
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作
成
か
ら
冊
子
の
出
来
上
が
り
ま
で
の
戌
昌
Φ
一
晶
の
短
縮
が
あ

げ
ら
れ
よ
う
。
現
在
の
よ
う
に
、
そ
れ
が
六
力
月
も
か
か
る
と
い

う
こ
と
は
な
く
な
り
、
恐
ら
く
1
一
3
以
下
に
減
少
す
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
。
そ
し
て
、
当
然
の
よ
う
に
、
現
在
の
よ
う
な
編
集
工

程
は
大
幅
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
何
よ
り
も
、
編
集

セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
∪
U
方
を
舎
む
す
ぺ
て
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
管
理
が
主
な
仕
事
に
な
り
、
現
在
の
よ
う
な
業
務
の
か
な
り
の

部
分
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
採
録
作
業
と
編
集
作
業
と
が
分
離
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
か
ど
う
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

8
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
索
引
誌
と
呼
ぱ
れ
る
二
次
惜
報
の
一
例
で
あ
る

「
季
報
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
抱
え
て
い
る
採
録
・
編
集
上
の
作

業
負
担
の
間
題
点
と
、
そ
の
問
題
点
を
解
決
す
る
一
方
策
と
し
て

の
採
録
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
こ
こ
で
述
ぺ
た

管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理
の
手
法
の
導
入
に
つ
い

て
そ
の
概
要
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
現
在
、
各
々
の
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
具
体
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
実
際
の
編

集
作
業
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
管
理
シ
ス
テ
ム
が
、

単
に
シ
ス
テ
ム
論
的
に
論
じ
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
実

際
の
場
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
大
変
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
「
季
報
」
は
索
引
誌
と
し
て
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
学
術
情
報

の
流
通
促
進
と
い
う
現
在
的
な
要
求
に
対
し
て
今
後
も
大
い
に
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
ペ
ー
ス

と
し
て
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
早
急
に
そ
の
サ
ー
ピ
ス
が
開
始
さ

れ
る
こ
と
と
、
そ
の
作
成
か
ら
提
供
に
至
る
ま
で
に
よ
り
強
カ
な

援
助
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
引
用
文
献

　
（
1
）
　
玉
置
正
美
「
『
経
済
学
文
献
季
報
』
の
都
門
別
採
録
件
数
に
つ

　
　
い
て
」
亜
細
亜
大
挙
経
済
学
紀
要
八
－
一
（
一
九
八
二
）
、
六
二
ぺ

　
　
ー
ジ
以
下
。
（
参
考
文
献
〔
2
〕
二
九
七
－
三
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四
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再
録
）

　
（
2
）
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野
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人
「
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猷
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テ
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。
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猷
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献
憎
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タ
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の
分
散
型
自
動
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究
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集
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献
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介
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ー
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澤
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．
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．
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；
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穂
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介
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光
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デ
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デ
ィ
ク
シ
冒
ナ
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デ
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レ
ク
ト
リ
シ
ス
テ
ム
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オ
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社
（
一
九
八
六
）

〔
8
〕
　
松
田
芳
郎
「
昭
和
六
一
年
度
の
研
究
計
画
と
そ
の
研
究
成
果
の

　
概
要
」
細
谷
新
治
、
文
部
省
科
挙
研
究
費
・
試
験
研
究
ω
　
昭
和
六

　
一
年
度
調
査
研
究
緒
果
報
告
書
『
杖
会
科
学
系
文
献
憎
報
デ
ー
タ
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．
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分
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自
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シ
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テ
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の
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デ
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テ
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別
冊
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共
立
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一
九

　
八
四
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〔
1
0
〕
　
上
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弥
彦
「
デ
ー
タ
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ス
・
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
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〔
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〔
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1
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池
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亘
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］
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の
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憎
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タ
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シ
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テ
ム
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・
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憎
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五
回
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会
講
演
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〔
1
3
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椿
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／
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憎
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理
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（
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